
195　報　告

　
報
　
告

二
〇
一
八
年
度
大
会
の
概
況

　

日
本
思
想
史
学
会
二
〇
一
八
年
度
大
会
は
、
十
月
十
三
日
（
土
）、

十
月
十
四
日
（
日
）
の
両
日
、
神
戸
大
学
六
甲
台
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会

場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

第
一
日
目
は
、「
日
本
思
想
史
学
の
現
在
と
未
来
」
を
テ
ー
マ
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

　
　
　

報　
　

告

　
　

古
代
か
ら
中
世
へ�

（
東
北
福
祉
大
学
）
冨
樫　
　

進

　
　

中
世
か
ら
近
世
へ�

（
東
京
大
学
）
賴
住　

光
子

　
　

近
世
か
ら
近
代
へ�

（
立
教
大
学
）
松
田
宏
一
郎

　
　
　

総
括
質
問

�

（
東
北
大
学
）
佐
藤　

弘
夫

�

（
立
命
館
大
学
）
金
津
日
出
美

　
　
　

司　
　

会

�

（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
名
誉
教
授
）
末
木
文
美
士

�

（
早
稲
田
大
学
）
土
田
健
次
郎

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
に
総
会
が
行
わ
れ
、
評
議
員
よ
り
二
〇
一

七
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ

れ
た
。
続
い
て
二
〇
一
八
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
案
が
提
出
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
評
議
員
案
通
り
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
会
長
か
ら
第

十
二
回
日
本
思
想
史
学
会
奨
励
賞
の
発
表
と
授
与
が
行
わ
れ
た
。
受

賞
業
績
は
次
の
作
品
で
あ
る
。

ニ
ー
ル
ス
・
フ
ァ
ン
ス
テ
ー
ン
パ
ー
ル
『〈
孝
子
〉
と
い
う
表
象

─
近
世
日
本
道
徳
文
化
史
の
試
み
─
』

殷
暁
星
「
近
世
日
本
地
方
庶
民
教
化
に
お
け
る
清
聖
諭
の
活
用 

─
『
聖
諭
広
訓
』
か
ら
『
久
世
条
教
』『
五
條
施
教
』
へ
─
」

　

引
き
続
き
、
社
会
科
学
系
ア
カ
デ
ミ
ア
館 

三
階
レ
ス
ト
ラ
ン
さ

く
ら
に
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

第
二
日
目
の
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
研
究
発
表
の
発
表
者
と
発
表

題
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〈
第
一
部
会
〉

　
研
究
発
表

　

1
、
九
世
紀
日
本
に
お
け
る
「
鎮
国
家
」
と
「
護
国
家
」

�

（
佛
教
大
学
）
佐
藤　

文
子
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2�

、
寛
永
二
十
年
の
「
新
古
之
御
改
」
を
め
ぐ
っ
て
─
徳
島
敬
台

寺
を
中
心
に
─�

（
富
士
学
林
）
長
倉　

信
祐

　

3
、
侍
の
士
道
論
─
『
武
教
全
書
』
の
系
譜
か
ら
─

�

（
西
安
外
国
語
大
学
）
中
嶋　

英
介

　

4
、
本
居
宣
長
の
孔
子
観
と
『
古
事
記
』
序
文
解
釈

�

（
筑
波
大
学
大
学
院
）
河
合　

一
樹

　

5
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
古
方
派
医
学
思
想
の
再
考

�

（
立
命
館
大
学
大
学
院
）
向　
　

静
静

　

6
、
幕
末
梁
川
星
巖
に
お
け
る
陽
明
学
の
受
容

�
（
関
西
大
学
大
学
院
）
陳　
　

慧
慧

　

7�

、「
敗
者
」
側
の
功
績
と
精
神
を
後
世
に
伝
え
る
─
拙
編
『
平

山
省
斎
と
岩
瀬
忠
震
』
の
狙
い
─�
（
関
西
大
学
）
陶　
　

徳
民

　
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン

対
外
意
識
と
王
権
論
の
転
回
─
近
世
思
想
史
の
新
し
い
「
様
式
」

を
目
指
し
て
─

�

（
防
衛
大
学
校
）
井
上　

泰
至

�

（
中
央
大
学
）
大
川　
　

真

�

（
海
陽
中
等
教
育
学
校
）
濱
野
靖
一
郎

�

（
大
阪
大
学
）
山
本　

嘉
孝

〈
第
二
部
会
〉

　
研
究
発
表

　

8
、
明
治
期
の
漢
学
改
革
論
に
つ
い
て

�

（
東
京
大
学
大
学
院
）
水
野　

博
太

　

9
、
徳
富
蘇
峰
の
身
代
わ
り
と
し
て
の
福
沢
諭
吉

�

（
静
岡
県
立
大
学
）
平
山　
　

洋

　

10�

、〈
両
輪
〉
と
し
て
の
徳
育
と
知
育
─
教
育
勅
語
成
立
前
後
の

帝
国
大
学
─�

（
東
北
大
学
大
学
院
）
佐
々
木
隼
相

　

11�

、
近
代
女
子
教
育
思
想
に
お
け
る
国
家
主
義
と
個
人
本
位
の
傾

向
─
下
田
歌
子
と
津
田
梅
子
を
中
心
と
し
て
─

�

（
関
西
大
学
大
学
院
）
孫　
　

東
芳

　

12�

、
ア
ジ
ア
主
義
と
世
界
主
義
─
沢
柳
政
太
郎
の
日
華
共
存
論
を

中
心
に
─�

（
東
北
大
学
大
学
院
）
楽　
　
　

星

　

13
、
田
中
王
堂
と
「
近
世
文
明
」

�

（
学
習
院
大
学
大
学
院
）
山
田
大
生

　

14
、
近
代
日
本
の
「
批
評
」
を
問
い
直
す
─
大
西
祝
と
戸
坂
潤
─

�

（
東
京
大
学
大
学
院
）
郭　

馳
洋

　
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

日
本
思
想
史
と
し
て
の
神
仏
分
離
・
廃
仏
毀
釈

�

（
東
北
大
学
）
オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ

�

（
愛
知
学
院
大
学
）
林　
　
　

淳

�

（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
学
院
中
学
高
等
学
校
）
池
田　

智
文

�

（
金
城
学
院
大
学
）
桐
原　

健
真

〈
第
三
部
会
〉

　
研
究
発
表
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15
、『
政
治
教
育
講
座
』
に
お
け
る 

水
野
錬
太
郎
の
政
治
思
想

�

（
日
本
学
術
振
興
会
）
西
田　

彰
一

　

16�
、「
東
洋
的
専
制
主
義
」
概
念
の
形
成
史
─
昭
和
前
期
の
議
論

を
中
心
に
─�

（
大
阪
大
学
）
周　
　

雨
霏

　

17�

、
転
向
者
の
浄
土
真
宗
信
仰
─
一
九
三
〇
年
代
後
半
期
の
京
阪

地
方
を
中
心
に
─�

（
東
京
大
学
大
学
院
）
佐
々
木
政
文

　

18�

、
帝
国
日
本
の
統
治
技
術
─
東
郷
実
「
民
族
心
理
（
学
）」
小

考
─�

（
漢
陽
大
学
）
佐
藤
太
久
磨

　

19
、
思
想
史
と
概
念
史
─
「
内
な
る
近
代
化
」
研
究
の
視
座
か
ら
─

�

（
京
都
市
学
校
歴
史
博
物
館
）
和
崎
光
太
郎

　

20�

、
丸
山
眞
男
と
竹
山
道
雄
─
一
高
体
験
と
戦
後
の
転
換
─	

�

（
熊
本
大
学
大
学
院
）
福
崎　

大
祐

　

21�

、
戦
後
思
想
と
し
て
の
大
衆
文
化
論
─
鶴
見
俊
輔
と
佐
藤
忠
男
─

�

（
京
都
大
学
）
花
田　

史
彦

　

22�

、
山
崎
豊
子
へ
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
─
「
戦
争
三
部
作
」
を

中
心
に
─�

（
関
西
大
学
大
学
院
）
李　
　

瑞
華
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新
入
会
員
（
二
〇
一
八
年
十
月
以
降
承
認
。
受
付
順
・
敬
称
略
）

　
氏
　
名　
　
　
　
　
　

 

所
属
等
（
専
門
分
野
）

伊
藤　

貴
雄　
　

創
価
大
学
教
授
（
近
代
ド
イ
ツ
哲
学
と
そ
の
影
響
作
用

史
）

渡　
　

勇
輝　
　

佛
教
大
学
大
学
院
（
神
道
史
）

小
堀　

知
輝　
　

株
式
会
社
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｌ
（
丸
山
眞
男
に
お
け
る
認
識
論
と

思
想
史
の
考
え
方
）

猪
原　
　

透　
　

立
命
館
大
学
非
常
勤
講
師
（
大
正
期
に
お
け
る
社
会
科

学
史
）

谷　
　

雪
呢　
　

京
都
大
学
大
学
院
（
橘
樸
の
中
国
研
究
と
協
同
組
合
運

動
）

久
保
田　

實　
　

佛
教
大
学
大
学
院
（
日
本
仏
教
に
お
け
る
論
義
の
研

究
）

黒
田　

秀
教　
　

大
阪
大
学
教
務
補
佐
員
（
日
本
漢
学
、
日
本
祭
礼
思
想

史
）

木
村
元
太
郎　
　

九
州
大
学
大
学
院
（
真
宗
教
学
）

山
中　

美
樹　
　

聖
学
院
大
学
大
学
院
（
三
木
清
に
お
い
て
の
「
東
洋
」

と
「
西
洋
」：「
伝
統
」
と
「
創
造
」
が
持
つ
可
能
性
）

亀
山　

光
明　
　

東
北
大
学
大
学
院
（
近
代
仏
教
）

中
川　

優
子　
　

東
京
学
芸
大
学
大
学
院
（
近
世
を
中
心
と
す
る
日
本
の

音
楽
思
想
）

ロ
バ
ー
ト
・
ク
ラ
フ
ト　

筑
波
大
学
大
学
院
（
近
代
日
本
思
想
史
）

高
原　

智
史　
　

東
京
大
学
大
学
院
（
日
本
近
代
思
想
史
・
高
等
教
育

史
）

桑
山　

隼
人　
　

北
九
州
市
立
大
学
大
学
院
（
日
本
宗
教
史〈
陰
陽
道
〉）

李　
　
　

璐　
　

筑
波
大
学
大
学
院
（
和
辻
倫
理
学
）

櫛
田　

夏
織　
　

同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
（
猪
飼
敬
所
の

考
証
学
に
つ
い
て
）

井
澤　

耕
一　
　

茨
城
大
学
教
授
（
日
中
両
国
の
近
世
か
ら
近
代
に
お
け

る
経
学
史
研
究
）

増
田　

友
哉　
　

東
北
大
学
大
学
院
（
近
世
国
学
に
お
け
る
人
間
理
解
）
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199　『日本思想史学』編集・公開規定／投稿規程

【『
日
本
思
想
史
学
』
編
集
・
公
開
規
定
】

一
、
日
本
思
想
史
学
会
（
以
下
、
本
学
会
）
の
学
会
誌
は
『
日
本
思
想
史
学
』

（
以
下
、
本
誌
）
と
称
す
る
。

二
、
本
誌
の
編
集
に
は
本
学
会
の
編
集
委
員
会
が
あ
た
る
。

三
、
本
誌
各
号
の
投
稿
論
文
に
関
す
る
規
程
（「
投
稿
規
程
」）
は
、
各
号
ご
と

に
編
集
委
員
会
が
定
め
、
前
号
に
掲
載
す
る
。

四
、
本
誌
は
、
年
に
一
回
、
毎
年
九
月
三
〇
日
に
発
行
す
る
。

五
、
第
五
一
号
以
降
の
本
誌
に
掲
載
さ
れ
る
記
事
の
著
作
権
は
、
そ
れ
が
掲
載

号
発
行
の
時
点
で
本
学
会
の
会
員
資
格
を
有
す
る
者
の
著
作
物
で
あ
る
場
合
、

本
学
会
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
。

六
、
第
五
一
号
以
降
の
本
誌
へ
の
非
会
員
の
寄
稿
に
つ
い
て
は
、
編
集
委
員
会

が
、
寄
稿
の
際
に
、
寄
稿
者
か
ら
、
電
子
公
開
の
許
諾
等
を
得
る
も
の
と
す

る
。

七
、
第
五
一
号
以
降
の
本
誌
に
掲
載
さ
れ
る
記
事
は
、
発
行
翌
年
の
一
〇
月
一

日
に
、
本
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
電
子
公
開
す
る
。

八
、
本
誌
第
一
〜
五
〇
号
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
公
開
許
諾
に
つ
い
て
は
、
別

途
定
め
る
。

【
投
稿
規
程
】

　
『
日
本
思
想
史
学
』
第
52
号
掲
載
論
文
の
投
稿
を
、
左
記
の
要
領
に
て
受
け
付

け
ま
す
。

　

一
、
応
募
資
格　

�

本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
第
51
号
に
論
文
が
掲
載

さ
れ
た
者
は
、
応
募
資
格
を
持
た
な
い
。
ま
た
、
二
〇
一

九
年
度
（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
〜
二
〇
二
〇
年
九
月
）
分

の
会
費
を
納
め
て
い
な
い
者
の
投
稿
は
受
け
付
け
な
い
。

　

二
、
内　
　
　

容　

日
本
思
想
史
学
に
関
す
る
も
の
。

　

三
、
書
式
・
分
量　

・�

投
稿
論
文
の
書
式
・
分
量
は
、
Ａ
4
判
・
横
方
向
・

縦
書
き
・
四
〇
字
×
三
〇
行
・
一
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
で
、

注
を
含
め
て
、
一
七
枚
以
内
と
す
る
。
下
部
中
央
に

ペ
ー
ジ
番
号
を
入
れ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・�

注
は
文
末
注
と
し
、
本
文
と
同
じ
書
式
と
す
る
こ
と

（
行
を
詰
め
た
り
、
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
た
り
し
な
い
こ

と
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・�

図
・
表
等
は
、
学
会
誌
の
判
型
（
Ａ
5
判
）
の
用
紙
に

印
刷
し
て
、
本
文
に
添
付
す
る
こ
と
（
た
だ
し
、
図
・

表
等
に
充
て
る
頁
数
に
相
当
す
る
文
字
数
の
分
だ
け
本

文
の
分
量
を
減
ら
す
こ
と
。
学
会
誌
の
書
式
は
、
一
頁

あ
た
り
、
二
六
字
×
二
二
行
×
二
段
で
あ
る
）。

　

四
、
提
出
書
類　

①
正
本
一
部
、
副
本
四
部
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

②�

正
本
に
は
、
日
本
語
お
よ
び
英
語
の
論
文
タ
イ
ト
ル
、

氏
名
お
よ
び
そ
の
ロ
ー
マ
字
表
記
、
所
属
、
職
名
、
住

所
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
載
し
た
文
書
を
添
付
す
る

こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
八
〇
〇
字
以
内
の
論
文
要
旨
五
部
。

　

五
、
投
稿
締
切　

�

二
〇
二
〇
年
三
月
三
一
日
消
印
有
効
（
郵
送
に
限
る
。
宅

配
便
の
場
合
は
こ
れ
に
準
ず
る
）。

　

六
、
送　

付　

先　

〒
五
六
〇
─
八
五
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町
一
─
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科　

宇
野
田
尚
哉
研
究
室
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
思
想
史
学
会
事
務
局

＊
完
成
原
稿
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
投
稿
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

＊
論
文
の
審
査
と
採
否
決
定
に
は
、
編
集
委
員
会
が
あ
た
り
ま
す
。

＊
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
は
、
本
会
に
属
し
ま
す
。
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【
編
集
後
記
】

　

本
号
に
は
、
二
〇
一
八
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
「
特
集
」、
パ
ネ
ル
セ

ッ
シ
ョ
ン
に
も
と
づ
く
「
特
別
掲
載
」
の
ほ
か
、「
投
稿
論
文
」「
書
評
」
を
掲

載
し
ま
し
た
。「
研
究
史
」
等
に
つ
い
て
も
編
集
委
員
会
で
主
題
と
人
選
を
議

論
し
、
原
稿
依
頼
も
行
っ
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
掲
載
に
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
「
投
稿
論
文
」
の
総
投
稿
数
は
一
六
本
（
古
代
二
本
、
中
世
二
本
、
近
世
三

本
、
近
現
代
九
本
）
で
、
そ
の
う
ち
六
本
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
書
式
や
分

量
、
会
費
納
入
の
面
で
投
稿
規
程
に
違
反
し
て
い
る
原
稿
が
過
半
を
占
め
、
そ

の
中
に
は
論
文
で
は
な
い
も
の
も
一
本
あ
り
ま
し
た
。
規
定
を
厳
密
に
適
用
し
、

違
反
し
て
い
る
も
の
は
不
掲
載
と
い
う
判
断
も
あ
り
得
た
の
で
す
が
、
今
回
は

編
集
委
員
会
で
相
談
の
上
、
規
定
違
反
の
も
の
は
ハ
ン
デ
を
つ
け
て
審
査
し
、

採
用
と
な
っ
た
原
稿
に
は
規
定
に
沿
っ
た
書
き
変
え
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
次

号
に
投
稿
な
さ
る
方
は
、
ぜ
ひ
投
稿
規
程
を
確
認
の
上
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
本
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
編
集
・
公
開
規
定
」
に
も
ご
留
意
願
い
ま

す
。

　
「
書
評
」
で
取
り
上
げ
る
対
象
は
、
原
則
と
し
て
二
〇
一
八
年
四
月
か
ら
二

〇
一
九
年
三
月
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
会
員
の
著
作
一
覧
を
私
に
作
成
し
、
慎
重

に
選
び
ま
し
た
。
例
年
の
こ
と
な
が
ら
、
執
筆
期
間
は
決
し
て
長
い
と
は
言
え

ず
、
依
頼
し
た
方
々
は
御
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
無
事
全
て
の

方
が
原
稿
を
提
出
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
改
め
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

総
会
で
議
論
の
あ
っ
た
と
お
り
、
学
会
の
現
状
に
鑑
み
、
会
誌
も
多
少
の
経

費
節
減
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
応
し
つ
つ
、
最
新
の
成
果
と
多
様

な
内
容
で
編
集
を
行
う
こ
と
が
理
想
で
す
。
今
期
の
編
集
委
員
会
は
、
未
経
験

の
比
較
的
若
手
が
中
心
と
な
り
、
議
論
を
し
つ
つ
編
集
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

次
号
に
向
け
て
、
さ
ら
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
Ｓ
）
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